
11
月
最
初
の
金
曜
日
と
な

る
１
日
に
、
今
年
の
学
生
研

修
旅
行
が
催
さ
れ
た
。

行
き
先
は
、
９
月
の
台
風

15
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
千
葉
県
君
津
市
に
あ

る
日
本
製
鉄
で
あ
る
。
９
月

の
台
風
被
害
で
は
、
溶
鉱
炉

な
ど
が
大
き
な
被
害
を
受
け

て
、
年
内
い
っ
ぱ
い
は
稼
働

が
で
き
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
、
研
修
旅
行
の
実

施
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
を

心
配
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、

無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
快

晴
で
、
雨
続
き
だ
っ
た
９
月
、

10
月
を
過
ご
し
た
後
に
は
、

一
層
爽
や
か
さ
を
感
じ
る
好

天
と
な
っ
た
。

翌
日
か
ら
の
３
連
休
の
影

響
か
、
途
中
の
高
速
道
路
で

は
ひ
ど
い
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
た
が
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を

走
っ
て
、
な
ん
と
か
30
分
遅

れ
で
海
ほ
た
る
に
到
着
し
た
。

海
ほ
た
る
は
、
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
家
族
連
れ
や
観

光
バ
ス
な
ど
の
乗
客
で
込
み

合
っ
て
い
た
。
放
送
大
学
の

学
生
た
ち
も
、
三
々
五
々
、

海
ほ
た
る
の
４
階
と
５
階
に

あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
街
で
、
こ

の
場
所
で
な
け
れ
ば
食
べ
ら

れ
な
い
昼
食
を
探
し
、
ラ
ン

チ
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
は
、
展
望
デ
ッ
キ

に
の
ぼ
り
、
全
員
で
記
念
撮

影
を
し
た
。
30
分
遅
れ
で
の

到
着
に
な
っ
た
た
め
に
、
残

念
な
が
ら
あ
ま
り
ゆ
っ
く
り

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
、
海
の
香
り
を
楽
し
み
、

海
の
青
さ
や
空
の
青
さ
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

千
葉
県
に
入
っ
て
、
君
津

市
ま
で
は
す
ぐ
に
到
達
し
た
。

製
鉄
所
の
内
部
で
は
撮
影
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一

番
感
銘
を
受
け
た
圧
延
機
に

よ
る
熱
せ
ら
れ
た
オ
レ
ン
ジ

色
の
鉄
が
製
造
さ
れ
る
過
程

を
写
真
に
収
め
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
非
常
に
心
残
り

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
生
き

物
の
よ
う
に
回
転
す
る
圧
延

機
や
、
熱
せ
ら
れ
た
鉄
を
延

ば
し
な
が
ら
か
け
ら
れ
た
水

で
立
ち
上
る
水
蒸
気
の
音
な

ど
、
熱
気
と
音
に
圧
倒
さ
れ

た
見
学
だ
っ
た
。

鉄
は
高
い
強
度
と
磁
性
を

備
え
て
い
る
こ
と
で
、
建
物

や
橋
、
船
、
鉄
道
、
そ
し
て

様
々
な
種
類
の
車
な
ど
、
身

の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

使
わ
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
鉄
と
鉄
を
扱
う

技
術
が
人
間
社
会
を
発
展
さ

せ
て
き
て
お
り
、
経
済
や
産

業
の
発
展
に
は
、
鉄
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い

る
。
産
業
革
命
は
鉄
の
特
性

を
活
か
し
た
機
械
に
よ
る
効

率
化
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

ま
た
、
農
機
具
や
武
器
の
製

造
に
鉄
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

文
明
の
維
持
や
拡
大
が
図
ら

れ
て
き
た
。
人
類
の
進
歩
に

は
、
鉄
の
有
効
利
用
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
。

通
常
は
あ
ま
り
に
身
近
で

あ
り
す
ぎ
る
た
め
に
、
今
ま

で
は
改
め
て
考
え
る
こ
と
も

な
か
っ
た
「
鉄
」
と
い
う
金

属
が
、
人
間
に
と
っ
て
い
か

に
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
で

あ
っ
た
の
か
と
、
再
認
識
を

さ
せ
ら
れ
た
有
意
義
な
研
修

旅
行
だ
っ
た
。

（
冬
木
）

1
月
21
日
（
火
）
～
1
月

30
日
（
木
）
迄
、
単
位
認
定

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試
験

日
時
等
を
確
認
し
、
試
験
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
受
験
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
1
月

24
日
（
金
）
は
閉
所
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
２
月
13

日

（
木
）
か
ら
第
1
学
期
の
科

目
登
録
申
請
が
始
ま
り
ま
す
。

登
録
申
請
は
①
郵
送
又
は
②

Ｗ
Ｅ
Ｂ
（
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ａ
）
で
で
き
ま
す
。
〆

切
り
は
、
①
郵
送
の
場
合
２

月
28
日
（
金
）
＝
大
学
本
部

必
着
、
②
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ａ
の
場
合
は
２
月
29
日

（
土
）
24
時
迄
で
す
。
な
お
、

シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
で

の
登
録
申
請
の
場
合
は
、
期

間
内
な
ら
ば
申
請
内
容
を
変

更
で
き
ま
す
が
、
全
科
目
の

登
録
削
除
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
２
０
年
度
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出

願
の
受
付
は
、
第
1
回
が
２

月
29
日
（
土
）
、
第
２
回
が

３
月
17
日
（
火
）
迄
で
す
。

放
送
大
学
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
方
を
、
是
非
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ
た
方
が

入
学
し
た
（
再
入
学
を
除
く
）

場
合
は
、
薄
謝
を
進
呈
。

＊
日
時
＝
'19
年
12
月
22
日

（
日
）
10
時
～
12
時

＊
日
時
＝
'20

年
２
月
８
日

（
土
）
15
時
15
分
～
２
時
間

＊
内
容
＝
概
要
説
明
、
履
修

案
内
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談
等
（
要
予
約
）

＊
個
別
相
談
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
（
要
予
約
）

Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
東
口
浦
和
パ

ル
コ
６
Ｆ
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

シ
ネ
マ
に
て
、
'19
年
12
月
６

日
（
金
）
～
'20
年
３
月
５
日

（
木
）
の
13
週
間
に
亘
り
、

放
映
前
に
、
学
生
募
集
の
Ｃ

Ｍ
が
15
秒
間
上
映
さ
れ
ま
す
。

映
画
鑑
賞
の
際
に
は
、
是
非

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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学
生
新
聞

２
０
１
９
年
度
の
学
生
研
修
旅
行

千
葉
県
君
津
市
の
日
本
製
鉄
へ

人
類
と
「
鉄
」
と
の
関
わ
り
を
考
え
た
旅

｢

足
し
算
思
考｣

笹
原
誠
二

60
歳
代
の
頃
は
あ

ま
り
感
じ
な
か
っ
た

が
、
さ
す
が
に
70
代

の
後
半
に
さ
し
か
か

る
と
、
加
齢
に
よ
る

自
身
の
衰
え
を
痛
切
に
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

老
い
て
ゆ
く
自
分
自
身
を

認
め
ざ
る
を
得
な
い
現
実
に
、

ど
う
し
て
も
「
引
き
算
思
考｣

と
な
っ
て
し
ま
う
。
か
つ
て

は
、
ほ
と
ん
ど
完
璧
に
こ
な

し
て
い
た
自
信
が
、
い
つ
の

間
に
か
「
あ
れ
も
、
こ
れ
も

思
う
よ
う
に
は
で
き
な
く
な
っ

て
き
た
な
」
と
考
え
て
し
ま

い
、
こ
う
し
た
精
神
的
衰
え

に
肉
体
的
衰
え
が
重
な
っ
て
、

つ
い
に
は
自
分
の
マ
イ
ナ
ス

だ
け
が
目
立
っ
て
き
て
、
何

を
す
る
に
も
何
と
な
く
お
っ

く
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。

先
日
、
町
内
会
の
夏
祭
り

の
為
の
テ
ン
ト
設
営
・
解
体
、

夜
店
開
催
の
為
に
60
名
近
く

の
役
員
や
協
力
者
が
集
ま
っ

た
が
、
参
加
し
た
人
々
を
見

る
と
、
白
髪
混
じ
り
の
老
年

者
ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、

「
昔
と
っ
た
杵
柄
」
な
の
か
、

意
外
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

て
、
時
間
的
に
早
め
に
終
了

で
き
た
。
打
ち
上
げ
会
の
弁

当
や
ビ
ー
ル
を
囲
ん
で
、
お

互
い
に
健
闘
を
讃
え
合
っ
た
。

｢

自
分
一
人
で
は
難
し
い

な
、
で
き
た
ら
や
り
た
く
な

い
な｣

と
引
っ
込
み
思
案
で

は
、
ま
す
ま
す
マ
イ
ナ
ス
思

考
に
な
っ
て
し
ま
う
。
む
し

ろ
「
以
前
よ
り
上
手
に
で
き

る
」
と
考
え
て
、
積
極
的
に

行
動
す
る
方
が
心
身
の
衰
え

を
少
し
で
も
遅
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
自
分
の
加
齢
を
理
由

に
す
る
よ
り
も
、
「
ま
だ
ま

だ
で
き
る
」
と
自
身
に
自
信

を
少
し
ず
つ
重
ね
て
行
く
こ

と
で
、
次
の
目
標
の
実
現
に

向
け
、
踏
み
出
し
て
い
け
る

と
思
っ
て
い
る
。

学生手帳

２
０
２
０
年
度
第
１
学
期

学
生
を
募
集
中

新
年
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
令
和
に
な
っ
て
初
め
て

の
年
明
け
で
す
の
で
、
い
つ

も
と
は
違
う
雰
囲
気
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
で
す
。
小
生
は
前
回

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
と

き
は
兵
庫
県
神
戸
市
在
住
の

小
学
生
で
し
た
の
で
、
昨
今

の
盛
り
上
が
り
が
ど
う
違
う

の
か
は
記
憶
も
あ
い
ま
い
で

比
較
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
聖
火
リ
レ
ー
が
通
る
日

は
学
校
が
午
前
で
終
了
し
た

り
（
残
念
な
が
ら
雨
天
の
た

め
折
角
見
に
行
っ
た
の
に
車

が
通
る
の
を
眺
め
た
だ
け
で

し
た
が
）
、
小
学
校
の
講
堂

の
四
隅
に
テ
レ
ビ
が
持
ち
込

ま
れ
各
ク
ラ
ス
交
代
で
視
聴

し
た
り
し
ま
し
た
。
自
分
の

ク
ラ
ス
の
割
り
当
て
の
と
き

に
は
あ
ま
り
興
味
を
引
か
な

い
競
技
ば
か
り
だ
っ
た
記
憶

だ
け
が
あ
り
ま
す
。

放
送
大
学
の
学
生
の
皆
様

の
中
に
も
、
観
戦
に
出
か
け

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
さ
れ
た
り
す
る
方
が
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
小
生
は

テ
レ
ビ
観
戦
だ
け
で
す
が
、

最
大
の
祭
典
を
楽
し
む
と
と

も
に
、
“
世
界
か
ら
見
た
日

本
”
に
つ
い
て
も
注
目
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

会
後
の
交
通
の
混
雑
・
混
乱

等
が
予
測
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
２
０
２
０
年
度
第

1
学
期
の
単
位
認
定
試
験
の

日
程
が
タ
イ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
学
院
と
学
部
の
試

験
を
同
日
に
行
い
ま
す
の
で
、

両
方
の
学
籍
を
お
持
ち
の
学

生
の
方
は
特
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
文
部
科
学
省

か
ら
の
通
達
が
あ
っ
た
た
め
、

都
内
を
中
心
と
し
て
多
く
の

大
学
で
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
学
事
日

程
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
ま

す
。放

送
大
学
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

会
式
の
前
日
が
単
位
認
定
試

験
の
最
終
日
で
す
。
前
日
で

も
相
当
の
交
通
の
混
乱
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

ま
す
。
該
当
の
方
は
十
分
注

意
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
ご
挨
拶

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

堀
尾
健
一
郎

単
位
認
定
試
験

１
月
21
日
か
ら
開
始

オ
ー
プ
ン･

キ
ャ
ン
パ
ス

心理学における虚像と実像についての話でし
た。ブント（１８３２～１９２０・ドイツ）、
ワトソン（１８７８～１９５８・アメリカ）、
スキナー（１９０４～１９９０・アメリカ）の
３人の心理学者を中心にした系列的な話でした。
ブントは、心理学の父とも言われ、初めて心

理学的実験室を作り、科学的実験をやった。
「意識」とは何かを問い、直接、経験によって
中身を明らかにしようとした。「意識」は本人
がよく分かっているからと、この考えに同感し
た人が多く、スタートは、順風満帆だった。心
理学が「意識」の面からとらえられ、説得力が
あり、受け入れられた。しかし、実は問題があっ
た。意識は二つの重要な問題があり、意識は、
答えられるものと、答えられないものがある。
自分のことをすべては、本当にはわかっている
わけではない。
意識の内容は主観的なものと、客観的なもの

とに別れる。しかし、主観的な意識は科学の対
象にはならず、もっと、確かなものが必要となっ
てきた。科学の対象とするには、客観的な事実
が必要になる。そこで、心理学は「意識ではな
く、行動の科学である」とするワトソンの行動
主義の考えがでてきた。
ワトソンは、意識の働きは私的なものである

ため、意識は科学の対象ではないと、意識を切
り離したのだ。必要なものは、公で、客観的で、
具体的なもので、日常的にある「行動」である
とした。行動は、体の動きに伴うもので、第三
者にもわかる行動自体は一目瞭然であり、行動
こそが、科学の本質であるとした。心理学の目
的は「行動の予測と制御」であると主張した。
どういうことでその行動がおきるのか精神的な

概念を持ち込んではならないとしたのだ。心理
学は客観的な研究方法で、観察、調査、検査を
し、革命的な動きがあった。根本的なものとし
て意識は測れないが、行動は測れる（数値化で
きる）と、ワトソンは意識を棚上げした。

ブントの考えと、ワトソンの考えは両極端で
ある。そこで、スキナーは「行動とは、外界と
の関わりによって我々に生じる働きである。従っ
て、行動は必ず外界・環境と関わっているので
あるから、行動の原因は、外界・環境側にある」
とした。
＊ブントは、心（意識）と身（行動）のうち、

「心」に重点を置いた。
＊ワトソンは、心（意識）と身（行動）のう
ち、「身」に重点をおいた。

＊スキナーは、心（意識）と身（行動）の
「心身」両方に重点をおいた。
心理学は、心も身もブントからワトソンへ、

ワトソンからスキナーへと引き継がれ、我々は、
外的と内的の両方の働きがあり、その原因は、
ともに内的にも外的にも左右する。それを究明
することが心理学だということでした。

公開講演会「主観的なこころ」と「客観的なこころ」
講演者：放送大学埼玉学習センター客員准教授 梶原直樹 先生

放送大学名誉学生 福田 暉

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

科
目
登
録
の
手
続
き

２
月
13
日
か
ら
28
日
ま
で

海
ほ
た
る
展
望
デ
ッ
キ
か
ら

千
葉
県
方
面
を
望
む

日
本
製
鉄
玄
関
ロ
ビ
ー
に
て

シ
ネ
ア
ド
広
告
上
映
中



◆
12
月
22
日
（
日
）

「
が
ん
哲
学
～
教
育
・
対
話

学
の
確
立
～
」

講
師
＝
樋
野
興
夫

（
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
）

◆
２
月
８
日
（
土
）

＊
詳
細
は
１
月
以
降
、
Ｈ
Ｐ

に
て
紹
介
。

◆
12
月
22
日
（
日
）

第
３
講
義
室･

13
時
～
17
時

絵
画
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ
⑧
～
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
と
デ
ッ
サ
ン
～

◆
１
月
12
日
（
日
）

実
験
室･

13
時
～
17
時

絵
画
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ
⑨
～
ド

ロ
ー
イ
ン
グ
と
デ
ッ
サ
ン
～

講
師
＝
小
澤
基
弘

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
客
員
教
授
）

★
１
月
上
旬
＝
「
新
年
会
」

＊
詳
細
は
後
日
通
知

★
冬
の
特
別
講
習
会
＝
１
月

７
日
（
火
）
10
時
半
〜
12

時･

講
堂･

難
波
明
美
講
師

＊
参
加
費
５
０
０
円

★
２
月
＝
4
日･

18
日･

25
日

★
12
月
25
日
＝
AM
器
楽
練
習

PM
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

★
１
月
８
日
、
15
日
、
２
月

５
日
＝
AM
器
楽
練
習

PM
合
唱
練
習

★
２
月
12
日
＝
３
学
習
セ
ン

タ
ー
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
：

プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス

★
12
月
21
日
（
土
）
＝
勉
強

会
・
忘
年
会

★
１
月
４
日
（
土
）
、
12
日
、

２
月
９
日
＝
勉
強
会

★
勉
強
会
＝
1
月
7
日
「
連

句
を
楽
し
む
」
、
2
月
18
日

「
改
正
相
続
法
を
読
む
」

★
パ
ソ
コ
ン
＝
12
月
17
日

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」

2
月
は
4
日
と
25
日

★
1
月
10
日
、
17
日
＝
第
６

講
義
室
・
９
時
半
～

★
２
月
7
日
、
14
日
、
21
日
、

28
日
（
全
て
金
曜
日
）

災
害
の
多
か
っ
た
１
年
が

暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
年
が
災
害
の
な
い
平

和
な
１
年
に
な
る
事
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
も

「
学
生
新
聞
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
冬
）

第６６号 学 生 新 聞 ２０１９年１２月２０日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル
お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

編
集
後
記

生
涯
学
習
奨
励
賞
金
剛

賞
・
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た

４
人
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
し
、
２
人
の
方

か
ら
回
答
を
頂
い
た
。

Ｑ
放
送
大
学
に
入
学
し
た

き
っ
か
け
は･

･
･

髙
橋
三
夫
氏
（
金
剛
賞
）

＝
会
社
内
に
学
歴
を
重
視

す
る
風
潮
が
強
く
残
っ
て

い
た
た
め
。

榑
井

博
氏
（
金
賞
）
＝

技
術
系
の
教
育
を
受
け
、

技
術
系
の
仕
事
に
就
き
、

定
年
を
迎
え
た
。
文
系
の

視
野
を
広
め
た
く
放
送
大

学
に
入
学
し
た
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義

髙
橋
＝
渡
邊
二
郎
先
生
の

「
現
代
文
明
と
人
間
」
生

き
が
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

榑
井
＝
西
洋
政
治
理
論
の

伝
統
、
動
物
の
科
学
、
植

物
の
科
学
、
他
に
も
多
々

あ
り
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

髙
橋
＝
伊
東
光
晴
先
生
の

面
接
授
業
で
、
部
品
メ
ー

カ
ー
か
ら
カ
ー
メ
ー
カ
ー

に
、
１
０
０
円
で
売
っ
て

い
る
も
の
が
修
理
工
場
に

来
る
と
10
倍
の
１
０
０
０

円
に
な
っ
て
い
る
の
は
何

故
か
？

と
質
問
し
た
ら
、

そ
の
答
え
は
次
回
に
・
・
・

で
終
わ
っ
て
い
る
事
。

榑
井
＝
学
生
の
頃
に
得
意

な
分
野
が
、
実
は
よ
く
理

解
で
き
て
い
な
い
事
が
多
々

あ
っ
た
。
自
分
は
技
術
系

に
適
し
て
い
て
、
本
当
に

好
き
で
あ
っ
た
事
を
再
認

識
し
た
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス髙
橋
＝
好
き
な
科
目
か
ら

気
長
に
勉
強
し
て
い
っ
て

欲
し
い
。

榑
井
＝
学
ん
で
い
る
事
の

周
辺
と
の
関
わ
り
合
い
を

見
つ
め
て
、
考
察
す
る
と

得
る
事
が
多
い
と
思
う
。

Ｑ
今
後
の
目
標

髙
橋
＝
常
に
新
し
い
教
養

を
身
に
付
け
て
行
き
た
い
。

榑
井
＝
自
分
に
と
っ
て
最

近
の
分
野
で
あ
る
「
情
報
」

科
目
に
向
き
合
い
た
い
。

そ
の
後
、
今
ま
で
学
ん
だ

学
問
の
結
び
つ
き
を
俯
瞰

的
に
見
つ
め
て
み
た
い
。

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞･

金
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト

兼
題

「
冬
の
星
」

敷
き
つ
む
る
銀
杏
落
葉
の
心
字
池

幸
宏

方
丈
の
白
砂
の
波
紋
冬
銀
河

と
く
江

指
揮
棒
に
凍
て
つ
く
光
一
刹
那

功

星
冴
ゆ
る
久
留
米
絣
の
も
ん
ぺ
か
な

光
娥

冬
の
星
大
嘗
宮
の
板
庇

十
詩

焼
き
饅
頭
冬
の
花
火
の
秩
父
か
な

明
美

冬
麗
や
ゴ
ッ
ホ
の
薔
薇
の
空
碧
く

由
美

消
灯
の
芝
に
大
の
字
冬
の
星

順

川
舟
の
影
の
く
つ
き
り
冬
の
星

厚
子

ザ
ギ
ト
ワ
の
潤
む
瞳
や
冬
の
星

八
重
子

風
花
や
寂
ま
さ
り
ゆ
く
辻
社

安
代

寒
星
に
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
無
尽
蔵

み
さ
子

《

毎
月
第
２
木
曜
日

午
後
句
会
》

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

私
は
絵
画
を
専

門
に
し
て
い
ま
す

が
、
画
家
に
な
る

以
前
、
英
文
学
を

学
ぶ
学
徒
で
あ
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
イ
ギ
リ
ス
の

ロ
マ
ン
派
の
詩
を

専
攻
し
て
い
ま
し

た
。
初
期
は
英
文

学
者
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
専

門
と
す
る
詩
を
自

分
の
納
得
で
き
る

よ
う
に
読
み
込
め

な
い
、
感
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
か
ら
、
絵
画

に
専
門
を
移
行
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
詩
は
行
間

を
読
む
能
力
を
要
求
し
ま
す
。
言

葉
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
言
葉
と

言
葉
の
関
係
性
か
ら
立
ち
上
が
る

様
々
な
感
覚
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
、

そ
こ
に
こ
そ
詩
の
魅
力
と
本
質
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
読
み
込
み
過

ぎ
て
も
だ
め
で
す
し
、
読
み
込
ま

な
過
ぎ
て
も
だ
め
。
絶
妙
の
読
み

方
を
詩
は
要
求
す
る
の
で
す
。

「
瞬
間
的
に
読
み
取
る
」
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
点
は
絵
の

鑑
賞
と
似
て
い
ま
す
。
絵
も
イ
メ
ー

ジ
の
間
合
い
を
読
む
と
い
う
こ
と

が
一
番
大
事
で
す
、
が
、
言
葉
と

造
形
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
感
得
す
る

力
に
個
人
的
な
得
手
不
得
手
が
あ

り
ま
す
。
私
は
言
葉
は
不
得
手
、

造
形
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
得
手
だ
と

い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
専
門
を
変

更
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
私

で
す
か
ら
、
鎌
田
さ
ん
の
こ
の
書

を
私
は
正
し
く
？
評
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
単
な
る
画

家
の
一
読
の
感
想
と
読
み
飛
ば
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
詩
集
か
ら
ま
ず
感
じ
た
こ

と
、
そ
れ
は
行
間
か
ら
立
ち
上
る

視
覚
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
色
彩
を
伴
っ

て
生
き
生
き
と
想
起
さ
れ
て
い
く
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
「
さ
れ
て

い
く
」
と
書
い
た
の
は
、
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

「
変
容
し
て
い
く
」
と
私
は
感
じ

た
か
ら
で
す
。
私
は
詩
を
じ
っ
く

り
読
み
ま
せ
ん
。
一
読
の
印
象
を

一
番
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
絵
を
見
る
時
も
同
じ
で
す
。
こ

の
一
瞬
の
印
象
に
ま
ず
間
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
二
度
見
を
す
る
と

へ
ん
て
こ
な
思
考
が
介
在
し
始
め

て
、
目
が
、
頭
の
純
度
が
、
ど
ん

ど
ん
低
下
し
ま
す
。
一
瞬
見
る
か
、

あ
る
い
は
逆
に
数
百
回
読
み
込
む

か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
だ
と
思
い
ま

す
。標

題
の
「
網
棚
の
う
え
の
リ
ヴ
ァ

イ
ア
サ
ン
」
を
読
ん
だ
と
き
、
鎌

田
さ
ん
の
目
に
、
そ
し
て
身
体
に

な
っ
た
気
が
し
て
、
静
か
な
自
室

で
拝
読
し
ま
し
た
が
、
ド
ー
ッ
と

疲
労
し
ま
し
た
。
一
種
の
共
振
で

す
。
鎌
田
さ
ん
が
そ
の
と
き
見
て

い
た
も
の
を
私
は
心
眼
で
見
て
い

ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に
出

て
き
ま
す
。
鎌
田
さ
ん
の
心
臓
の

鼓
動
、
冷
や
汗
、
車
内
の
ム
ン
ム

ン
す
る
匂
い
、
私
の
五
感
の
全
て

の
感
覚
が
鎌
田
さ
ん
に
共
振
し
た
、

と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
鎌
田

さ
ん
と
私
は
人
生
で
見
て
き
た
も

の
、
経
験
し
て
き
た
も
の
、
仕
事

へ
の
ス
タ
ン
ス
等
全
く
異
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
（
そ
も
そ
も
私
は

電
車
通
勤
を
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
で
す
）
、
真
に
共
振
で
き
て
い

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
鎌
田
さ

ん
が
言
葉
と
言
葉
を
つ
な
い
で
い

き
な
が
ら
頭
の
中
で
明
滅
さ
せ
て

い
る
視
覚
的
ビ
ジ
ョ
ン
の
あ
り
よ

う
、
そ
れ
は
詩
の
内
容
や
意
味
を

遥
か
に
越
え
て
強
い
一
体
感
を
私

に
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
私
は
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン

か
ら
想
起
さ
れ
る
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

な
怪
物
の
イ
メ
ー
ジ
も
大
好
き
で

す
。
ゴ
ジ
ラ
愛
に
私
は
溢
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
詩
の
最
後
に
深
海

底
に
沈
ん
で
い
く
イ
メ
ー
ジ
の
終

焉
は､

丁
度
私
が
現
在
描
い
て
い

る
「
ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ
」
と
題
し
た

絵
巻
物
シ
リ
ー
ズ
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
そ
の
も
の
と
重
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
不
気
味
な
青
の
深
遠
さ

が
強
烈
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
他
の
詩
に
も
感
じ
ま
し
た
が
、

鎌
田
さ
ん
の
詩
は
か
な
り
絵
画
的

と
思
い
ま
す
。

私
は
抽
象
系
の
絵
を
描
き
ま
す

か
ら
、
絵
の
テ
ー
マ
と
か
内
容
に

は
殆
ど
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。
色

と
形
の
痕
跡
だ
け
が
私
に
は
大
事

で
す
。
そ
れ
は
詩
を
読
む
と
き
も

同
じ
で
す
。
正
直
に
言
っ
て
詩
の

内
容
に
は
興
味
が
な
い
で
す
。
言

葉
の
つ
ら
な
り
を
読
む
こ
と
で
想

起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
明
滅
が
面

白
い
。
詩
人
の
凄
み
は
ま
さ
に
そ

こ
に
こ
そ
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

た
か
だ
が
人
間
一
人
が
考
え
切
々

と
表
明
す
る
内
容
は
、
「
傷
を
舐

め
て
下
さ
い
」
的
に
私
に
は
感
じ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た

感
傷
性
は
美
的
で
は
な
い
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。
詩
人
の
真
の
力

量
は
、
言
葉
の
選
択
、
そ
の
組
み

合
わ
せ
と
配
置
進
行
の
妙
か
ら
想

起
さ
れ
る
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
で
摩

訶
不
思
議
な
視
覚
的
ビ
ジ
ョ
ン
、

も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
音
の
感
覚
も

含
ま
れ
ま
す
し
、
匂
い
や
触
覚
性

も
含
ま
れ
ま
す
、
そ
れ
ら
全
て
が

渾
然
一
体
と
し
て
言
葉
を
基
点
に

し
て
立
ち
昇
り
、
連
な
り
、
前
後

に
侵
食
し
、
絡
み
合
い
、
う
ご
め

き
合
い
な
が
ら
や
が
て
消
え
て
い

く
、
そ
う
い
う
視
覚
ビ
ジ
ョ
ン
の

世
界
が
、
私
が
詩
に
求
め
る
美
質

で
す
。
そ
れ
が
現
代
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
を
専
門
に
し
て
い
る
私
の
芸
術

鑑
賞
の
軸
線
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

私
が
絵
を
描
く
時
も
ま
さ
に
同
じ

プ
ロ
セ
ス
だ
か
ら
で
す
。
一
瞬
頭

に
想
起
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
描
き

止
め
る
、
が
、
そ
の
直
後
に
そ
れ

に
被
さ
る
よ
う
に
別
に
全
く
異
質

な
イ
メ
ー
ジ
が
想
起
さ
れ
る
、
だ

か
ら
、
ど
ん
ど
ん
加
筆
修
正
し
イ

メ
ー
ジ
が
積
層
さ
れ
て
い
く
、
そ

の
一
番
最
上
層
が
私
が
社
会
に
提

示
す
る
絵
（
イ
メ
ー
ジ
）
で
す
。

詩
は
言
葉
で
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
痕

跡
を
残
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
、

羨
ま
し
い
限
り
で
す
。
絵
で
は
そ

れ
ら
は
常
に
隠
さ
れ
ま
す
。

鎌
田
さ
ん
の
言
葉
の
紡
ぎ
方
の

セ
ン
ス
、
そ
の
順
番
の
組
み
合
わ

せ
の
セ
ン
ス
、
色
彩
感
、
そ
し
て

ス
ピ
ー
ド
感
、
強
弱
、
疎
密
、
そ

れ
ら
は
画
家
で
あ
る
私
の
感
覚
に

入
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
も
し
か

し
て
鎌
田
さ
ん
は
軽
く
絵
も
描
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
鎌
田
さ

ん
の
詩
を
読
む
と
、
詩
作
も
い
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
風
に

詩
の
中
に
言
葉
の
痕
跡
を
明
確
に

残
す
こ
と
が
出
来
て
、
自
分
の
頭

の
中
の
イ
メ
ー
ジ
の
明
滅
を
言
葉

の
痕
跡
と
し
て
留
め
る
こ
と
が
出

来
て
、
詩
っ
て
い
い
も
の
だ
な
あ

と
。
こ
れ
ら
の
詩
を
逆
か
ら
読
む

の
も
面
白
い
で
す
よ
ね
。
自
分
の

イ
メ
ー
ジ
明
滅
を
時
間
軸
と
は
逆

に
遡
行
す
れ
ば
、
自
分
が
ま
た
別

の
も
の
と
し
て
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鎌
田
さ
ん

の
詩
を
読
み
な
が
ら
、
そ
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

書
評
に
は
な
っ
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
鎌
田
さ
ん

の
詩
を
読
ん
で
私
が
感
じ
た
こ
と
、

自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
と
重
ね

合
わ
せ
て
考
え
た
こ
と
を
率
直
に

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「『網棚のうえのリヴァイアサン』を読んで」

放送大学 客員教授 小澤基弘

健
康
体
操
研
究
会

公
開
講
演
会
の
ご
案
内
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「
網
棚
の
う
え
の
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」

放
送
大
学

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

鎌
田
伸
弘

著

わ
た
し
は
今
を
去
る
約
21

年
前
の
平
成
10
（
１
９
９
８
）

年
４
月
、
放
送
大
学
に
一
般

入
学
し
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
科
目
履
修
生
か
ら

出
発
し
、
選
科
履
修
生
を
経

て
全
科
履
修
生
と
な
り
、
学

士
（
教
養
）
学
位
を
二
つ
頂

き
、
三
度
目
の
学
位
に
挑
戦

し
、
令
和
元
年
（
２
０
１
９
）

の
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

か
く
言
う
私
は
、
大
正
12

年
３
月
生
ま
れ
で
、
あ
と
４

年
過
ぎ
れ
ば
１
０
０
歳
に
達

す
る
超
高
齢
者
で
あ
る
。
こ

の
私
に
、
か
く
も
長
き
期
間

に
わ
た
り
学
び
の
場
を
与
え

続
け
た
放
送
大
学
に
つ
い
て
、

私
が
考
え
て
い
る
魅
力
を
伝

え
て
み
た
い
。

放
送
大
学
は
、
そ
の
名
の

ご
と
く
放
送
に
よ
っ
て
社
会

人
等
に
広
く
大
学
教
育
を
受

け
る
機
会
を
提
供
す
る
と
い

う
趣
旨
で
設
立
さ
れ
た
大
学

で
あ
る
。
学
位
取
得
を
目
的

と
す
る
方
は
一
定
の
課
程
を

学
習
す
れ
ば
、
学
士
の
資
格

が
付
与
さ
れ
る
。
ま
た
近
年
、

修
士
、
博
士
を
目
指
す
大
学

院
課
程
も
設
立
さ
れ
、
現
在

は
そ
れ
ら
の
学
位
の
取
得
者

も
出
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

ち
な
み
に
放
送
大
学
の
英

語
名
は
、T

h
e

O
p
e
n
U
n
i
v
e

r
s
i
t
y

o
f
J
a
p
a
n

と
訳
さ
れ

て
い
る
。
私
が
入
学
し
た
頃

は
、T

h
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

o
f

the
Air

と
訳
さ
れ
て
い
た
。

英
語
名
の
変
更
は
「
放
送
」

か
ら
「
公
開
」
に
語
義
が
変

わ
っ
た
事
に
よ
る
と
言
わ
れ

る
。
思
う
に
放
送
大
学
は
、

放
送
授
業
ば
か
り
で
な
く
各

講
師
に
よ
る
講
義
型
の
面
接

授
業
、
更
に
各
学
会
の
権
威

者
に
よ
る
公
開
講
座
な
ど
も

し
ば
し
ば
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
も
“T

h

e
O
p
e
n

”
の
方
が
大
学
名
と

し
て
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。

放
送
大
学
は
、
学
生
が
自

宅
等
に
お
い
て
公
共
放
送
で

授
業
を
受
け
る
事
に
特
色
が

あ
る
。
し
か
し
放
送
大
学
は
、

ほ
ぼ
各
県
ご
と
に
学
習
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
北
海
道
な
ど

の
広
範
な
地
域
で
は
、
学
習

セ
ン
タ
ー
の
出
張
所
と
も
言

う
べ
き
サ
テ
ラ
イ
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
学
習
セ

ン
タ
ー
に
は
学
習
室
、
視
聴

覚
教
室
、
図
書
室
、
講
義
室

が
整
備
さ
れ
、
学
生
達
は
、

い
つ
で
も
図
書
室
な
ど
で
学

習
を
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

「

学
び
の
場
を
求
め
」
①

宇
都
宮

明

サ
ロ
ン
の
ご
案
内


